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メタンハイドレート filled ice Ih構造の高圧下における格子定数変化
Changes in lattice parameters of filled ice Ih structure of methane hydrate under high
pressure
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メタンハイドレート filledIce Ih構造は、ラマン分光法により 15GPa～20GPaにおいて、ゲストのメタン分子の配向が
秩序化することが著者らの研究グループによって報告されている。また、Sasaki等の研究グループはラマン分光法によ
り、15GPa付近で格子振動の変化をとらえ、状態変化が起きることを報告している。しかし、X 線回折ではその圧力領
域における明瞭な変化は報告されていなかった。今回、X 線回折実験により、軽水および重水置換のメタンハイドレー
ト filled Ice Ih構造について室温および低温下において、格子定数を精密に測定した。その結果 15～20GPa付近でその軸
比が変化することが観察され、ラマン分光によって観察された結果との関連を検討した。
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